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１．はじめに 

首都高速道路（株）は、首都高速道路神奈川１号横羽線と第三京浜道路（東日本高速道路（株）の管理）とを

つなぐ横浜環状北線（延長約 8.2km の自動車専用道路）の工事を進めている。横浜環状北線と第三京浜道路を高

架構造で接続する港北ジャンクション工事では、複数の橋梁下部工（橋台と橋脚の計 21 基）に最適な基礎形式を

選定して施工を行っている。本報では、橋脚位置の

用地制約条件と近接影響度から採用されたニューマ

チックケーソン基礎（以下ケーソン）において、施

工時に実施した近接影響の低減策を報告する。 

２．ケーソンと仮締切り工 

施工対象である PKA3 橋脚ケーソンは、外径φ

8.5m、躯体長 30m の基礎形状であり、鋼製橋脚を介

して約 15,000kN の上部工荷重を支持する。仮締切り

工（写真-1,表-1 参照）は、ケーソン施工基面を下げ

ること、初期沈設時の周辺地盤への影響を遮断する

ことを目的に設置される土留め壁である。 

表-1 仮締切り工の仕様 

土留め壁 鋼矢板Ⅲ型 
掘削深さ 6.5m 
壁体長 15.5m 
支保工 腹起し 3 段（H300・H350・H350） 

仮締切り工の平面形状は、従来の矩形から円形に

している。これにより掘削量の低減、土留め壁の変

形抑制（周辺への影響を緩和）、地上施工スペースの

有効活用をすることができ作業省力化が図れる。 

３．周辺構造物の近接度 

ケーソンと近接する構造物は、第三京浜道路の鉄

筋コンクリート造 AP44 橋脚（場所打ち杭基礎）で

ある。平面および横断面の位置関係図を図-1 に示す。

土留め壁と橋脚フーチングの最小離隔は 2.5m 以下

であり、狭隘な空間に密接した位置でケーソンを施

工する必要がある。なお、当該地盤の土質構成は、

地表の埋土下に軟弱な沖積層の粘性土（N≒0）が深

く分布し、約 17m 以深で支持層となる上総層群の泥

岩（N≧50）が出現する分布となっている。 
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図-1 ケーソンと第三京浜道路橋脚の位置関係図

写真-1 ケーソンの仮締切り工 
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４．近接影響の低減策 

近接施工にあたり、ケーソン施工の影響によって第

三京浜橋脚に発生する変位量を予測するため二次元

FEM 解析を行った。二次元 FEM 解析では作用荷重と

して、土留め壁の変形に伴う地盤の緩みとケーソン沈

設による地盤の緩みを再現した。解析の結果、橋脚変

位の解析値は許容値を超過する結果となった。 

解析結果を分析し近接影響の低減には、土留め壁の

変位抑制が最も効果的であると考え対策工を検討した。

対策工は、先行地中梁等の地盤改良では経済性が悪化

するため、支保工へのプレロード工とした。 

ここで、仮締切り工の平面形状が円形であるため、

プレロードの導入方法が課題となった。一般的な切梁

支保工の場合、軸力部材である切梁に設置した油圧ジ

ャッキにてプレロードを導入するが、円形の場合は腹

起しにジャッキを設置するしかなく、曲げに対する支

保工機能を持たない構造的な弱部ができてしまう。 

そこで、本工事においては図-2 に示すように円環状

の腹起しの外側に配置したジャッキ（写真-2 参照）に

より、全周方向へプレロード力を均等に導入する方法

を開発した。プレロード時は偏荷重による腹起しの楕

円化に注意し、全 23 基のジャッキを連結した一系統油

圧装置で目標値に到達するまで漸増載荷を行った。な

お、プレロード中は腹起しの直径を 4 方向から計測し、

ほぼ真円が保たれていることを確認した。プレロード

後は、間詰め材（鋼製治具）にて荷重を受替え、取り

外したジャッキは次の段の支保工に転用した。 

プレロード工による変位の抑制効果を表-2 に示す。

仮締切り工の土留め壁の変位は大きく抑制され、橋脚

変位の解析値は許容値内に収まる結果となった。 

表-2 プレロード工による変位の抑制効果 

検討ケース 
プレロード 
な し 

プレロード 
あ り 

土留め壁の最大変位 87mm 58mm

橋脚の 
水平変位 

解析値 14.5mm 7.8mm

許容値 10.0mm 10.0mm

５．解析値と計測値 

ケーソン工事にあたっては、第三京浜橋脚上に計測機器を設置して自動計測による橋脚変位の計測管理を行っ

た。工事中の計測においては、FEM 解析による解析値とほぼ同程度の最大変位量が確認された（図-3 参照）。 

６．おわりに 

近接影響の低減策として円形仮締切り工への合理的なプレロード方法を開発し、近接協議の対象橋脚について

発生変位が許容値を超えないようにケーソンの施工を完了した。 

現在、横浜環状北線の工事は着々と進行中であり、平成 28 年度内の開業を目指している。 

写真-2 油圧ジャッキの設置状況 

図-2 腹起しへのプレロード方法 
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図-3 FEM 解析値と計測値 
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